
  

 

 

 

 

 

考えること 

５月の全校朝会では、「考えること」について話をしました。なぜ「考えること」について話をしようと思っ

たかというと、インターネットの普及や SNS の発展、そして、何よりAI（人工知能）の発展、導入が急速に

高まり、【思考のプロセスのブラックボックス化】が進んでいます。人間の手で様々な活動を進めたり、アイ

ディアを出したりする場合には、思考のプロセスまでしっかりと確認できます。しかしAIの場合は、膨大な

情報を高速で処理しているため、どのような思考プロセスでその結果に至ったかを人間が把握することはで

きません。考えなくてよくなってきている、また、考えることが必要でなくなってきている、そのような状況

に日常がなりつつあるのではないでしょうか。そこで、様々な日常生活の一つ一つの行動を意識し、深く考え、

「～からさせられる」から「自分からする」自主的な活動にしていくことが、よりよく生きる手段になるので

はないかと考えています。学校生活の中では、まずは登校してからの挨拶、そして教室で最初にする読書につ

いて、考えてみることを問い掛けました。①挨拶について考えてみる。「挨拶は、使い方次第で花束にもナイ

フにもなる」、中学生の段階では、状況に応じて、適切な挨拶をすること。②読書について考えてみる。「読書

活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に

付けていく上で欠くことのできないものである」素晴らしい本に出会って、自分の世界を広げてみよう。 

最後に以下の言葉を紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成章中サポーターズクラブ総会 

 ４月２５日の成章中サポーターズクラブ総会にご参加いただき誠にありがとうございました。成章中 PTA

から成章中サポーターズクラブと名称を変更して、初めての総会でした。生徒の健やかな成長のために、様々

な場面でサポートしていただける体制をとっていただけていることに感謝申し上げます。 

学校教育目標  「心豊かに、自他を高め、章を成す」 

 ～ 人間性豊かで、自ら学ぶ児童生徒の育成～ 

 

成章中学校 学校便り 
令和７年 ６月１０日 

第２号 

文責   神﨑 浩之 

「それ（読書）はある時には私に根っこを与え、ある時には翼をくれました。 

この根っこと翼は、私が外に、内に、橋をかけ、自分の世界を少しずつ広げて育っていくときに、

大きな助けとなってくれました。」 

 

子供達が、自分の中に、しっかりとした根を持つために 

子供達が、喜びと想像の強い翼を持つために 

子供達が、痛みを伴う愛を知るために 

 

そして、子供達が、人生の複雑さに耐え、それぞれに 

与えられた人生を受け入れて生き、やがて一人一人、 

私共全てのふるさとであるこの地球で、 

平和の道具となっていくために 

 

(平成 10 年、国際児童書評議会(IBBY)ニューデリー大会基調講演より 上皇后美智子様) 



成章中サポーターズクラブ除草作業 

 ５月１０日に成章中サポーターズクラブのボランティアで早朝から、運

動場の除草作業をしていただきました。前日は、雨が降って、ぬかるんで

いて大変な状態でしたが、多くのサポーター（保護者）や部活動の生徒、

教職員で、しっかりの根の張った頑固な草を一心不乱に取り除いている様

子は、体育大会を頑張ってほしい、頑張りたいという願いがあふれており、

素晴らしい光景でした。ありがとうございました。 

体育大会 ～成章魂！！ 赤黄青橙の綾をなせ～ 

 ５月２５日に第７９回の体育大会を開催しました。当日は、前日の大雨での水溜まりとぬかるみがあり、開

催が危ぶまれましたが、体育科の先生方を中心に、早朝より、教職員や成章中サポーターズクラブの役員の方、

自主的に運動場に出てきて手伝ってくれた生徒の皆さんのお陰で、約１時間半程度の遅れで実施することが

できました。また、その影響で徒競走、SSC の玉入れがカットすることになり、楽しみにしていた生徒には申

し訳ありませんでした。 

体育大会は、①体育的な集団活動の意義を理解し、規律ある集団行動の仕方などを身に付けるようにする。

②運動することのよさについて考え、集団で協力して取り組むことができるようにする。③運動に親しみ、体

力の向上に積極的に取り組もうとする態度を養う。この３点が主なねらいになっています。平素の体育の授業

の学習の成果を表現するために、生徒同士が協働して、様々なことに折り合いを付けながら、精一杯活動して

いました。今回の体育大会は、より生徒主体の行事にしており、大変なことも多かったと思いますが、限られ

た時間の中、タイムマネジメントをしっかりして、充実した体育大会になったと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

体育大会実行委員長の    さん、副実行委員長の    さんに校長室でインタビューをしたときの一部です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の行事予定 

６月１２、１３日 中間テスト 

６月１９日（木） 県立高校説明会 

６月２３日（月） 中体連激励式 

６月２８日、２９日 佐賀市中体連 

７月 ５日、 ６日 佐賀市中体連 

７月１８日（金）  １学期終業式 

（体育大会実行委員長       さん） 

様々な活動に積極的にまとめてくれる人もいれば、そ

うでない人もいる。ダンスを覚えるのが得意な人もい

れば、苦手な人もいる。それらをまとめていくことや

どのように時間設定すれば、みんなができるようにな

るのか考えていくことが苦労したところです。また、

前日に雨が降って、コンディションが悪く、先生方と

か保護者の方々のお陰で体育大会が実施でき、本番で

は、全員が精一杯の声を出してそれぞれの競技を応援

して、すごく盛り上がってとてもよかったなと思いま

した。 

 （体育大会副実行委員長       さん） 

練習を始めたときは、「成章の心」ができていないと感

じていましたが、練習を進めていくうちにみんなが真剣

な眼差しになって、自分から進んで行動できる人が増え

てきて、とても嬉しかったです。当日は、３年生はグラ

ウンド整備や１，２年生は応援練習などの自主練習を重

ねていって「赤黄青橙４つの色で綾をなせて」、３年生

として最高の体育大会になり、２年生は来年のやりたい

ことが見つかったと思うし、１年生は成章中の体育大会

で新しい発見あったと思います。みんなの成章魂をぶつ

けて素晴らしい体育大会でした。 


